
(57)【要約】

　　【課題】 流水検知装置において、現場での施工性

を向上させ、また小型化することで省スペース化と低コ

スト化を図る。

　　【解決手段】制御弁３０を、弁本体２１のフランジ

部２１Ａに対応したフランジ部３０Ｃを一体に形成した

制御弁本体３０Ａと、制御弁本体３０Ａ内に回動自在に

収納され流路３１を開閉するボール弁３２と、手動操作

によってボール弁３２を回動して流路３１を開閉させる

レバーとにより構成し、制御弁３０を両フランジ部２１

Ａ，３０Ｃを介して弁本体２１に一体に固定する。スイ

ッチボックス３９は、外部信号線が接続され、弁本体２

５の作動信号及びボール弁３２の開閉信号を入力し外部

に出力する端子台を備える。

　　【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 弁 本 体 の 一 次 側 に 制 御 弁 部 を 配 置 し て 給 水 配 管 に 接 続 さ れ る と 共 に 二 次 側 に 散 水 部 を 接
続 し た 給 水 配 管 が 接 続 さ れ 、 前 記 散 水 部 の 散 水 に よ る 前 記 給 水 配 管 内 の 流 水 を 検 知 し て 作
動 信 号 を 出 力 す る 作 動 信 号 出 力 手 段 を 有 す る 流 水 検 知 装 置 に 於 い て 、
　 前 記 弁 本 体 は 、 本 体 内 部 に 一 次 側 と 二 次 側 と の 圧 力 差 を 監 視 し 二 次 側 の 圧 力 低 下 に 応 じ
て 開 弁 す る 弁 体 に よ り 構 成 し 、
　 前 記 制 御 弁 部 は 、 本 体 内 部 に 回 動 自 在 に 収 納 さ れ 流 路 を 開 閉 す る ボ ー ル 弁 と 、 本 体 外 か
ら 手 動 操 作 に よ っ て 前 記 ボ ー ル 弁 を 回 動 し て 前 記 流 路 を 開 閉 さ せ る レ バ ー に よ り 構 成 し 、
　 更 に 、 前 記 レ バ ー の 回 動 範 囲 に レ バ ー の 回 動 位 置 に 連 動 し て 前 記 ボ ー ル 弁 の 開 閉 状 態 を
出 力 す る 開 閉 状 態 出 力 手 段 を 設 け 、
　 外 部 信 号 線 が 接 続 さ れ 前 記 作 動 信 号 出 力 手 段 に 基 づ く 作 動 信 号 及 び 前 記 開 閉 状 態 出 力 手
段 に 基 づ く 制 御 弁 部 の 開 閉 信 号 を 入 力 し 外 部 に 出 力 す る 端 子 台 を 備 え た 一 つ の ス イ ッ チ ボ
ッ ク ス を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 流 水 検 知 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 流 水 検 知 装 置 に 於 い て 、 前 記 作 動 信 号 出 力 手 段 は 、 前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク
ス 内 に 前 記 弁 本 体 内 の 弁 体 の 開 弁 状 態 を 検 出 し て 所 定 時 間 遅 延 し た 後 に 信 号 を 出 力 す る 遅
延 手 段 と 、 前 記 遅 延 手 段 の 出 力 か ら 前 記 作 動 信 号 を 出 力 す る ス イ ッ チ 手 段 を 備 え 、 前 記 作
動 信 号 を 前 記 端 子 台 に 入 力 し て 外 部 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 流 水 検 知 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 流 水 検 知 装 置 に 於 い て 、 前 記 開 閉 状 態 出 力 手 段 は 、 レ バ ー に 押 圧
部 を 設 け る と 共 に 、 該 押 圧 部 に よ り 押 圧 さ れ る ス イ ッ チ 軸 と 該 ス イ ッ チ 軸 の 移 動 に よ り 開
閉 信 号 を 出 力 す る ス イ ッ チ 手 段 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 流 水 検 知 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド の 作 動 に よ る 給 水 配 管 内 の 流 水 を 検 知 し て 作 動 信 号 を
出 力 す る 流 水 検 知 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 流 水 検 知 装 置 と し て は 、 例 え ば 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す よ う な も の が 知 ら れ て い る
。 図 ８ は 流 水 検 知 装 置 の 正 面 図 、 図 ９ は 流 水 検 知 装 置 の 側 面 図 で あ る 。 図 ８ お よ び 図 ９ に
お い て 、 １ は 流 水 検 知 装 置 １ １ の 弁 本 体 で あ り 、 弁 本 体 １ の 二 次 側 の 接 続 口 １ Ａ に は ス プ
リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド が 接 続 さ れ た 給 水 配 管 ２ Ａ が 接 続 さ れ る 。 弁 本 体 １ の 一 次 側 お よ び 二 次
側 に は 圧 力 計 ３ ， ４ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 二 次 側 の 排 水 口 １ Ｂ に は 排 水 お よ び 流 水 検 知 装
置 １ １ の 試 験 を 行 う 親 子 弁 ５ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 親 子 弁 ５ に は 排 水 管 ６ が 接 続 さ れ 、 ハ ン ド ル ５ Ａ の 操 作 に よ り 親 子 弁 ５ が 開 弁 し て 排 水
管 ６ に 消 火 用 水 が 排 水 さ れ る 。 ま た 、 弁 本 体 １ の 一 次 側 の 接 続 口 １ Ｃ に は 制 御 弁 ７ を 介 し
て 消 火 ポ ン プ に 接 続 さ れ て い る 給 水 配 管 ２ Ｂ が 接 続 さ れ る 。 制 御 弁 ７ は ハ ン ド ル ７ Ａ を 有
し 、 ハ ン ド ル ７ Ａ の 操 作 で 開 閉 さ れ る 。 ま た 、 弁 本 体 １ の 一 次 側 に は 警 報 配 管 ８ が 接 続 さ
れ 、 警 報 配 管 ８ に は 信 号 停 止 弁 ９ を 介 し て 圧 力 ス イ ッ チ １ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 警
報 配 管 ８ は 排 水 管 ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 制 御 弁 ７ が 接 続 さ れ て い る 給 水 配 管 ２ Ｂ 側 の 一 次 側 圧 力 と ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド 側 の 二
次 側 圧 力 が 等 し い 状 態 に あ っ て は 、 管 内 流 水 は 生 じ な い の で 、 弁 本 体 １ の 弁 デ ィ ス ク は 弁
シ ー ト に 閉 じ た 状 態 に あ る 。 こ の た め 、 圧 力 ス イ ッ チ １ ０ に は 加 圧 水 が 供 給 さ れ ず 、 ス イ
ッ チ オ フ の 状 態 に あ り 、 作 動 信 号 は 出 力 さ れ な い 。 ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド が 火 災 に よ り 作
動 し た 場 合 、 あ る い は 点 検 の た め 末 端 試 験 装 置 の 試 験 弁 を 開 い た 場 合 に は 、 二 次 側 圧 力 の
低 下 に 伴 っ て 管 内 流 水 が 生 じ 、 弁 本 体 １ の 弁 デ ィ ス ク が 開 く 。 こ の た め 警 報 配 管 ８ を 介 し
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て 圧 力 ス イ ッ チ １ ０ に 加 圧 水 が 供 給 さ れ る こ と で 、 圧 力 ス イ ッ チ １ ０ が オ ン 状 態 と な り 、
流 水 検 知 装 置 １ １ の 作 動 を 示 す 作 動 信 号 の 出 力 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 後 作 動 信 号 の 出 力 を 停 止 す る 復 旧 作 業 は 、 弁 本 体 １ の 一 次 側 に 接 続 さ れ て い る 制 御
弁 ７ を 手 動 で 閉 弁 す る こ と で 行 わ れ 、 こ れ に よ り 弁 本 体 １ へ の 流 水 が 止 り 、 弁 デ ィ ス ク が
平 常 状 態 に 戻 り 、 弁 シ ー ト を 閉 じ る 。 ま た 圧 力 ス イ ッ チ １ ０ 内 の 加 圧 水 を 、 排 水 管 ６ に 排
水 す る こ と で 、 圧 力 ス イ ッ チ １ ０ は 復 旧 す る 。 こ の よ う な 流 水 検 知 装 置 １ １ は 、 現 場 で 組
み 立 て て 設 置 さ れ る 。 制 御 弁 ７ は フ ラ ン ジ 部 で あ る 接 続 口 ７ Ｂ を 有 し 、 こ の 接 続 口 ７ Ｂ を
弁 本 体 １ の フ ラ ン ジ 部 で あ る 接 続 口 １ Ｃ に 接 続 す る こ と で 流 水 検 知 装 置 １ １ を 組 み 立 て て
い た 。 す な わ ち 、 弁 本 体 １ と 制 御 弁 ７ を 現 場 で 組 み 合 わ せ て 流 水 検 知 装 置 １ １ を 設 置 し て
い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ６ ５ ４ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 願 昭 ５ ０ － ９ ４ １ ４ ３ 号 （ 実 開 昭 ５ ２ － ８ ２ ３ １ 号 ） の マ イ ク ロ フ ィ ル
ム
【 特 許 文 献 ３ 】 実 願 昭 ６ ２ － １ ８ ２ ９ ５ ４ 号 （ 実 開 平 １ － ８ ７ ３ ７ ５ 号 ） の マ イ ク ロ フ ィ
ル ム
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ７ － １ １ ６ ２ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 流 水 検 知 装 置 に あ っ て は 、 弁 本 体 と 制 御 弁 を 現 場 に お
い て 組 み 合 わ せ て 設 置 す る よ う に し て い た た め 、 現 場 で は 弁 本 体 、 制 御 弁 及 び 固 定 用 ボ ル
ト が 別 々 に 手 配 さ れ る の で 弁 本 体 の フ ラ ン ジ 部 と 制 御 弁 の フ ラ ン ジ 部 の 仕 様 が 合 っ た 形 状
を 選 択 し な け れ ば な ら ず 、 ま た 弁 本 体 と 制 御 弁 の 重 量 は 重 い の で 、 組 み 合 わ せ の 作 業 に 手
間 が か か り 、 施 工 性 が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 弁 本 体 と 制 御 弁 の ２ つ を 組 み 合 わ
せ る と 設 置 高 さ が 高 く な り 、 大 型 化 す る の で 、 設 置 ス ペ ー ス を 確 保 す る 必 要 が あ り 、 場 合
に よ っ て は 建 物 の 設 計 を 変 更 す る 必 要 が 生 じ る こ と も あ り 、 コ ス ト が か か っ て い た 。 ま た
、 復 旧 作 業 の 際 に 制 御 弁 を 閉 弁 し て 作 業 を 行 う が 、 作 業 終 了 後 、 開 弁 す る こ と を 忘 れ て し
ま う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 制 御 弁 を ボ ー ル 弁
と し て 弁 本 体 に 一 体 に 固 定 す る こ と で 施 工 性 を 向 上 さ せ 、 ま た 小 型 化 に よ り 省 ス ペ ー ス 化
を 図 り 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 流 水 検 知 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 次 の よ う に 構 成 す る 。 本 発 明 は 、 弁 本 体 の 一 次 側
に 制 御 弁 部 を 配 置 し て 給 水 配 管 に 接 続 さ れ る と 共 に 二 次 側 に 散 水 部 を 接 続 し た 給 水 配 管 が
接 続 さ れ 、 散 水 部 の 散 水 に よ る 前 記 給 水 配 管 内 の 流 水 を 検 知 し て 作 動 信 号 を 出 力 す る 作 動
信 号 出 力 手 段 を 有 す る 流 水 検 知 装 置 に 於 い て 、
　 弁 本 体 は 、 本 体 内 部 に 一 次 側 と 二 次 側 と の 圧 力 差 を 監 視 し 二 次 側 の 圧 力 低 下 に 応 じ て 開
弁 す る 弁 体 に よ り 構 成 し 、
　 制 御 弁 部 は 、 本 体 内 部 に 回 動 自 在 に 収 納 さ れ 流 路 を 開 閉 す る ボ ー ル 弁 と 、 本 体 外 か ら 手
動 操 作 に よ っ て ボ ー ル 弁 を 回 動 し て 流 路 を 開 閉 さ せ る レ バ ー に よ り 構 成 し 、
　 更 に 、 レ バ ー の 回 動 範 囲 に レ バ ー の 回 動 位 置 に 連 動 し て ボ ー ル 弁 の 開 閉 状 態 を 出 力 す る
開 閉 状 態 出 力 手 段 を 設 け 、
　 外 部 信 号 線 が 接 続 さ れ 作 動 信 号 出 力 手 段 に 基 づ く 作 動 信 号 及 び 開 閉 状 態 出 力 手 段 に 基 づ
く 制 御 弁 部 の 開 閉 信 号 を 入 力 し 外 部 に 出 力 す る 端 子 台 を 備 え た 一 つ の ス イ ッ チ ボ ッ ク ス を
設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 作 動 信 号 出 力 手 段 は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス 内 に 弁 本 体 内 の 弁 体 の 開 弁 状 態 を 検 出
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し て 所 定 時 間 遅 延 し た 後 に 信 号 を 出 力 す る 遅 延 手 段 と 、 遅 延 手 段 の 出 力 か ら 作 動 信 号 を 出
力 す る ス イ ッ チ 手 段 を 備 え 、 作 動 信 号 を 端 子 台 に 入 力 し て 外 部 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 開 閉 状 態 出 力 手 段 は 、 レ バ ー に 押 圧 部 を 設 け る と 共 に 、 押 圧 部 に よ り 押 圧 さ れ る
ス イ ッ チ 軸 と ス イ ッ チ 軸 の 移 動 に よ り 開 閉 信 号 を 出 力 す る ス イ ッ チ 手 段 か ら な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 工 場 出 荷 時 に 少 な く と も 作 動 弁 本 体 と 制 御 弁 を 一 体 に 組 み 合 わ せ て 流
水 検 知 装 置 を 構 成 す る よ う に し た た め 、 現 場 で の 施 工 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た
、 流 水 検 知 装 置 を 小 型 化 す る こ と が で き る た め 、 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き 、 コ ス ト
も 低 減 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 流 水 検 知 装 置 の 作 動 信 号 と 制 御 弁 の 開 閉 信 号 を 共 通 化
し た １ つ の ス イ ッ チ ボ ッ ク ス か ら 出 力 す る た め 、 配 線 が 容 易 に な り 、 各 信 号 を 得 る た め の
機 構 も 簡 単 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 流 水 検 知 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ に 弁 体 部 分 を 水 平 面 で 切 っ た 断 面 図
を 示 す 。 図 １ ， ２ に お い て 、 ２ １ は 流 水 検 知 装 置 ２ ２ の 作 動 弁 本 体 （ 弁 本 体 ） で あ り 、 作
動 弁 本 体 ２ １ 内 に は 弁 座 ２ ３ が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 作 動 弁 本 体 ２ １ 内 に は 第 １
の 作 動 軸 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ２ ５ は 作 動 弁 本 体 ２ １ 内 に 収 納 さ れ た 弁 体 で あ り 、 第 １
の 作 動 軸 ２ ４ を 支 点 と し て 一 体 に 回 動 す る よ う に 設 け ら れ 、 弁 体 ２ ５ の 一 次 側 と 二 次 側 の
圧 力 が バ ラ ン ス し て い る と き は 自 重 に よ り 弁 座 ２ ３ に 着 座 し て 閉 弁 し 、 二 次 側 が 減 圧 す る
と 、 流 水 に よ り 開 弁 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 弁 体 ２ ５ の 二 次 側 に は 接 続 口 ２ ６ を 介 し て 加 圧 水 を 供 給 す る 給 水 配 管 ２ ７ が 接 続 さ れ 、
給 水 配 管 ２ ７ に は 監 視 区 域 に 散 水 を 行 う ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド ２ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 弁
体 ２ ５ の 一 次 側 の 作 動 弁 本 体 ２ １ に は ボ ル ト ２ ９ に よ り 制 御 弁 ３ ０ の 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ が
接 続 さ れ 、 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ 内 に は 流 路 ３ １ を 開 閉 す る ボ ー ル 弁 ３ ２ が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 制 御 弁 ３ ０ は 、 作 動 弁 本 体 ２ １ に 一 体 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ２ １ Ａ に 対 応 し た 形 状 の フ
ラ ン ジ 部 ３ ０ Ｃ を 一 体 に 形 成 し た 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ と 、 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ 内 に 回 動 自 在 に
収 納 さ れ 流 路 ３ １ を 開 閉 す る ボ ー ル 弁 ３ ２ と 、 手 動 操 作 に よ り ボ ー ル 弁 ３ ２ を 回 動 し て 流
路 ３ １ の 開 閉 を 行 う 後 述 す る レ バ ー と に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ 内 に は ボ ー ル 弁 ３ ２ が 回 動 自 在 に 収 納 さ れ る 収 納 部 ３ ０ Ｄ が 形 成 さ れ
、 収 納 部 ３ ０ Ｄ の 底 部 に は 内 方 に 突 出 す る 周 状 の 突 起 部 ３ ０ Ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 周 状 の
突 起 部 ３ ０ Ｅ に は 開 口 部 ３ ０ Ｆ が 形 成 さ れ 、 開 口 部 ３ ０ Ｆ は 流 路 ３ １ に 連 通 し て い る 。 周
状 の 突 起 部 ３ ０ Ｅ の 上 部 側 の 段 部 ３ ０ Ｇ に は Ｏ リ ン グ ３ ４ が 設 け ら れ 、 Ｏ リ ン グ ３ ４ を 介
し て 収 納 部 ３ ０ Ｄ 内 に は ボ ー ル 弁 ３ ２ が 収 納 さ れ る 。 ま た 、 収 納 部 ３ ０ Ｄ の 開 口 部 内 壁 に
は 周 状 の 段 部 ３ ０ Ｈ が 形 成 さ れ 、 段 部 ３ ０ Ｈ に は Ｏ リ ン グ ３ ５ が 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 作 動 弁 本 体 ２ １ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ Ａ の 底 部 に は 周 状 の 突 起 部 ２ １ Ｂ が 形 成 さ れ 、
突 起 部 ２ １ Ｂ は 収 納 部 ３ ０ Ｄ の 開 口 部 に 挿 入 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｏ リ ン グ ３ ５ は フ ラ ン
ジ 部 ２ １ Ａ の 底 部 と 突 起 部 ２ １ Ｂ お よ び 段 部 ３ ０ Ｈ の 間 に 介 装 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、
突 起 部 ２ １ Ｂ の 基 端 部 側 の フ ラ ン ジ 部 ２ １ Ａ の 開 口 部 内 壁 に は 段 部 ２ １ Ｃ が 形 成 さ れ 、 段
部 ２ １ Ｃ と ボ ー ル 弁 ３ ２ の 間 に も Ｏ リ ン グ ３ ３ が 介 装 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 作 動 弁 本 体 ２ １ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ Ａ と 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ の フ ラ ン ジ 部 ３ ０ Ｃ を 合 わ せ て
、 ボ ル ト ２ ９ で 締 結 す る こ と に よ り 、 作 動 弁 本 体 ２ １ に 対 し て 制 御 弁 ３ ０ が 一 体 に 固 定 さ
れ る 。 こ の 固 定 は 、 現 場 で は な く 、 工 場 出 荷 前 に 行 わ れ る 。 こ の よ う に 作 動 弁 本 体 ２ １ と
制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ を 組 み 合 わ せ る こ と で ボ ー ル 弁 ３ ２ を 収 納 で き る よ う に し た た め 、 上 下
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方 向 の 高 さ を 低 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ の 接 続 口 ３ ０ Ｂ に は 図 示 し な い 給 水 配 管 が 接 続 さ れ 、 給 水 配 管 は 図 示
し な い 消 火 ポ ン プ に 接 続 さ れ て い る 。 ３ ８ は 第 ２ の 作 動 軸 で あ り 、 第 １ の 作 動 軸 ２ ４ の 水
平 方 向 で あ っ て か つ そ の 近 傍 に 設 け ら れ て い る 。 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ は 、 図 ２ の よ う に 、 作
動 弁 本 体 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、 そ の 両 端 部 は 、 作 動 弁 本 体 ２ ６ か ら 外 部 に 突 出 し て い る
。 す な わ ち 、 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ の 一 方 の 軸 端 部 は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ 内 に 突 出 し 、 他 方
の 軸 端 部 は キ ャ ッ プ ６ ４ が 装 着 さ れ て い る 。 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ と 作 動 弁 本 体 ２ １ の 間 に は
パ ッ キ ン ８ ０ が 介 装 さ れ 、 軸 部 を シ ー ル し て い る 。 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ の 中 央 部 に は 連 動 部
材 ４ ０ が 固 定 さ れ 、 弁 体 ２ ５ の 端 部 ２ ５ Ａ に 当 接 す る 。 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ に は 作 動 レ バ ー
４ １ の 一 端 部 が 固 定 さ れ 、 作 動 レ バ ー ４ １ の 他 端 部 側 に は 重 り ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。 作
動 レ バ ー ４ １ は 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ と 一 体 で 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 弁 体 ２ ５ が 閉 じ て い る 状 態 で は 図 示 の 位 置 に あ り 、 作 動 レ バ ー ４ １ は 重 り ４ ２ に よ り 下
が ろ う と す る 力 に 抗 し て 位 置 Ａ に あ る 。 弁 体 ２ ５ が 開 く と 端 部 ２ ５ Ａ は 第 １ の 作 動 軸 ２ ４
を 支 点 と し て 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る た め 、 重 り ４ ２ の 作 用 で 連 動 部 材 ４ ０ は 端 部 ２ ５ Ａ
に 突 起 部 ４ ０ Ａ が 当 接 し な が ら 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ も 一 体 で 時 計 回
り 方 向 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ う し て 、 作 動 レ バ ー ４ １ は Ａ で 示 す 位 置 か ら Ｂ で 示 す 位 置 に 回 転 す る 。 作 動 レ バ ー ４
１ は Ｂ で 示 す 位 置 に く る と 図 示 し な い ス ト ッ パ 部 材 に よ り 停 止 す る よ う に な っ て い る 。 こ
の 作 動 レ バ ー ４ １ の 回 動 に よ り 後 述 す る リ ミ ッ ト ス イ ッ チ （ ス イ ッ チ ） が オ ン に な り 、 弁
体 ２ ５ が 開 動 作 し た こ と を 示 す 作 動 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 弁 体 ２ ５ が 第 １ の 作 動 軸 ２ ４ を 支 点 と し て 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し て 自 重 で 閉 弁
す る と き は 、 弁 体 ２ ５ の 端 部 ２ ５ Ａ も 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し て 連 動 部 材 ４ ０ の 突 起 部 ４
０ Ａ を 反 時 計 回 り 方 向 に 押 圧 す る 。 こ の た め 、 連 動 部 材 ４ ０ は 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ と 一 体 と
な っ て 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 作 動 レ バ ー ４ １ は Ａ で 示 す 位 置 に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 弁 体 ２ ５ の 弁 開 度 を θ と し 、 作 動 レ バ ー ４ １ の 回 動 角 を θ １ と す る と 、 θ と θ １ の 関 係
は θ １ ＜ θ の よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 弁 体 ２ ５ の 弁 開 度 が 小 さ く て も 、 作 動 レ バ ー
４ １ の 作 動 に よ り 図 ３ に 示 す リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ５ ９ が オ ン す る よ う に な っ て い る 。 作 動 レ
バ ー ４ １ の 略 中 央 部 の 上 部 側 に は 調 整 部 材 ４ ３ が 上 下 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 調 整 部 材
４ ３ に は 一 対 の 長 孔 ４ ４ が 形 成 さ れ 、 長 孔 ４ ４ に ビ ス ４ ５ が ね じ 止 め さ れ 、 ビ ス ４ ５ に よ
る 調 整 で 調 整 部 材 ４ ３ は 上 下 動 自 在 に 作 動 レ バ ー ４ １ に 固 定 さ れ る 。 調 整 部 材 ４ ３ を ビ ス
４ ５ に よ り 下 側 に 下 げ て 作 動 レ バ ー ４ １ に 固 定 す る と 、 弁 体 ２ ５ の 弁 開 度 が 小 さ い と き に
作 動 信 号 を 出 力 す る ス イ ッ チ が オ ン す る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 調 整 部 材 ４ ３ の
固 定 位 置 に よ り 、 作 動 信 号 を 出 力 す る 流 量 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ４ ６ は 制 御 弁 ３ ０ の 開 閉 を 検 出 す る ス イ ッ チ で あ り 、 ス イ ッ チ ４ ６ は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス
３ ９ 内 の 下 側 に 配 置 さ れ た 支 持 台 ４ ７ 上 に 設 け ら れ て い る 。 ス イ ッ チ ４ ６ は ス イ ッ チ 軸 ４
８ と ス イ ッ チ 軸 ４ ８ を ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ か ら 外 側 に 突 出 す る よ う に 付 勢 す る リ タ ー ン
ス プ リ ン グ ４ ９ と ス イ ッ チ 軸 ４ ８ と リ タ ー ン ス プ リ ン グ ４ ９ を 収 納 す る 収 納 部 ５ ０ と ス イ
ッ チ 軸 ４ ８ が 押 し 込 ま れ る と 制 御 弁 ３ ０ が 開 い た こ と を 示 す 開 信 号 を 出 力 す る ス イ ッ チ 本
体 ５ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ５ ２ は 後 述 す る レ バ ー に 設 け ら れ た 押 圧 部 で あ り 、 レ バ ー が 垂 直 位 置 に 操 作 し て あ る と
、 制 御 弁 ３ ０ は 開 弁 し 、 同 時 に 押 圧 部 ５ ２ が ス イ ッ チ 軸 ４ ８ を 押 し 込 ん で ス イ ッ チ ４ ６ を
オ ン し 、 開 信 号 を 出 力 さ せ る 。 ５ ３ は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ 内 部 の 上 側 に 設 け ら れ た 遅 延
装 置 を 成 す エ ア ー ダ ン パ で あ り 、 エ ア ー ダ ン パ ５ ３ は 作 動 レ バ ー ４ １ が 作 動 し た と き 所 定
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の 遅 延 時 間 を も っ て 図 ３ の リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ５ ９ を オ ン さ せ 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ５ ９ の オ
ン に よ り 弁 体 ２ ５ が 作 動 し た こ と を 示 す 作 動 信 号 が 出 力 さ れ る 。 な お 、 ５ ４ は 作 動 弁 本 体
２ １ に ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ を 固 定 す る 固 定 ボ ル ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 エ ア ー ダ ン パ ５ ３ の ピ ス ト ン 軸 ５ ５ の 頭 部 ５ ６ と ナ ッ ト ５ ７ と の 間 に は 、 図 ３ に 示 す よ
う に ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ の 一 端 が 固 定 さ れ 、 ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ の 他 端 は 取 付 部 ６ ０ を 介
し て リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ５ ９ に 軸 支 さ れ て い る 。 作 動 レ バ ー ４ １ が Ａ １ で 示 す 位 置 に あ る と
き は 、 調 整 部 材 ４ ３ は ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ の 下 面 に 当 接 し 、 ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ を Ａ １ で
示 す 位 置 ま で 上 側 に 押 し 上 げ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 作 動 レ バ ー ４ １ が Ａ に 示 す 位 置 か ら Ｂ に 示 す 位 置 ま で 回 転 し て 下 が る と 、 調 整 部 材 ４ ３
の ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ の 下 面 へ の 当 接 が 解 除 さ れ 、 こ の こ と で ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ は リ ミ
ッ ト ス イ ッ チ ５ ９ の 下 部 に 備 え て あ る ス プ リ ン グ ６ ４ の 力 と エ ア ー ダ ン パ ５ ３ 内 の ピ ス ト
ン ６ ２ の 自 重 に よ り Ａ １ で 示 す 位 置 か ら Ｂ １ で 示 す 位 置 に 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し て 下 が
り 、 こ の ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ の 下 方 へ の 移 動 に よ り ス イ ッ チ ノ ブ ６ １ が 押 し 出 さ れ 、 リ ミ
ッ ト ス イ ッ チ ５ ９ 内 の 接 点 が 閉 じ オ ン に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ は 、 ピ ス ト ン 軸 ５ ５ を 介 し て エ ア ー ダ ン パ ５ ３ 内 に 収 納
さ れ た ピ ス ト ン ６ ２ に 接 続 さ れ て い る の で 、 ス イ ッ チ レ バ ー ５ ８ の 下 方 へ の 移 動 は 、 エ ア
ー ダ ン パ ５ ３ 内 の ピ ス ト ン ６ ２ が 下 方 に 移 動 す る と き 、 エ ア ー ダ ン パ ５ ３ 内 に 外 部 の 空 気
を 空 気 通 路 を 経 て 吸 入 す る こ と に よ り 、 ゆ っ く り と 徐 々 に な さ れ る 。 こ の 場 合 、 エ ア ー ダ
ン パ ５ ３ 内 に 入 る 空 気 の 量 を 調 整 す る こ と に よ り 遅 延 時 間 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の た め 、 エ ア ー ダ ン パ ５ ３ の 上 部 に は 遅 延 調 整 ね じ ６ ３ が 設 け ら れ 、 遅 延 時 間 の 調 整
が 必 要 な と き は 、 こ の 遅 延 調 整 ね じ ６ ３ に よ り 調 整 す る 。 具 体 的 に は 、 遅 延 時 間 ね じ ６ ３
を マ イ ナ ス ド ラ イ バ ー を 用 い て エ ア ー ダ ン パ ５ ３ に 入 る 空 気 量 、 即 ち 空 気 通 路 の 開 度 を 変
え て 遅 延 時 間 の 調 整 を 行 う こ と に な る 。 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ 内 の 下 側 に は 、 端 子 台 ６ ５
が 設 け ら れ 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ ５ ９ と 、 ス イ ッ チ 本 体 ５ １ か ら の リ ー ド 線 が 共 通 で 接 続 さ
れ る と 共 に 、 外 部 か ら の 信 号 線 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ ～ 図 ６ は 流 水 検 知 装 置 ２ ２ の 外 観 図 で あ る 。 図 ４ は 流 水 検 知 装 置 ２ ２ の 平 面 図 、 図
５ は 流 水 検 知 装 置 ２ ２ の 正 面 図 、 図 ６ は 図 ５ の 左 側 面 図 で あ る 。 図 ４ ～ 図 ６ に お い て 、 ２
１ は 流 水 検 知 装 置 ２ ２ の 作 動 弁 本 体 で あ り 、 作 動 弁 本 体 ２ ２ の 下 側 に は 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ
が 一 体 に 固 定 さ れ て い る 。 作 動 弁 本 体 ２ １ の 上 側 に は 給 水 配 管 ２ ７ が 接 続 さ れ る 接 続 口 ２
６ が 開 口 し 、 作 動 弁 本 体 ２ １ の 一 方 の 側 面 に は 試 験 弁 が 接 続 さ れ る 接 続 口 ３ ６ が 開 口 し 、
さ ら に 作 動 弁 本 体 ２ １ の 他 方 の 側 面 に は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 作 動 弁 本 体 ２ １ か ら は 第 ２ の 作 動 軸 ３ ８ の 両 端 部 が 突 出 し て い る の で 、 使 用 し て
い な い 軸 端 に は キ ャ ッ プ ６ ４ を 設 け て い る 。 ６ ５ は 制 御 弁 ３ ０ を 開 閉 す る レ バ ー で あ り 、
レ バ ー ６ ５ は 支 点 ６ ６ を 中 心 と し て ９ ０ 度 回 動 操 作 で き る よ う に 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ に 取 り
付 け ら れ て い る 。 レ バ ー ６ ５ に は ２ つ の 位 置 決 め 片 ６ ７ ， ６ ８ が 設 け ら れ 、 一 方 の 位 置 決
め 片 ６ ７ が 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ に 固 定 し た 位 置 決 め 部 ６ ９ に 当 接 す る よ う に レ バ ー ６ ５ を 時
計 回 り 方 向 に ９ ０ 度 回 転 操 作 し て 水 平 位 置 に す る と 、 回 転 軸 ７ ０ が 回 転 し 連 動 し て ボ ー ル
弁 ３ ２ が 回 転 す る こ と で 流 路 ３ １ が 閉 じ る 。 一 方 、 他 方 の 位 置 決 め 片 ６ ８ を 制 御 弁 本 体 ３
０ Ａ の 位 置 決 め 部 ６ ９ に 当 接 す る よ う に レ バ ー ６ ５ を 前 記 水 平 位 置 か ら 反 時 計 回 り 方 向 に
９ ０ 度 回 転 操 作 し て 垂 直 位 置 に す る と 、 回 転 軸 ７ ０ も 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 連 動 し て ボ
ー ル 弁 ３ ２ が 回 転 す る こ と で 流 路 ３ １ が 開 く 。 レ バ ー ６ ５ が 垂 直 位 置 に あ る と き 、 レ バ ー
本 体 ７ １ に 固 定 し た 押 圧 部 ５ ２ が ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ に 設 け た ス イ ッ チ ４ ６ の ス イ ッ チ
軸 ４ ８ を 押 し 込 む 。 こ れ に よ り 、 ス イ ッ チ ４ ６ が オ ン に な り 、 制 御 弁 ３ ０ が 開 弁 し た こ と
を 示 す 開 信 号 が 出 力 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 レ バ ー ６ ５ を 水 平 位 置 に 操 作 し 、 制 御 弁 ３ ０ を 閉 弁 す る と 押 圧 部 ５ ２ は ス イ ッ チ
軸 ４ ８ を 押 し 込 む 位 置 か ら 外 れ る た め ス イ ッ チ ４ ６ は オ フ し 、 制 御 弁 ３ ５ が 閉 弁 し た こ と
を 示 す 閉 信 号 が 出 力 さ れ る 。 次 に 、 流 水 検 知 装 置 ２ ２ の 接 続 を 示 す 図 ７ に 基 づ い て 作 用 を
説 明 す る 。 図 ７ に お い て 、 工 場 出 荷 時 に 作 動 弁 本 体 ２ １ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ Ａ と 制 御 弁 本 体
３ ０ Ａ の フ ラ ン ジ 部 ３ ０ Ｃ を 合 わ せ て ボ ル ト ２ ９ で 作 動 弁 本 体 ２ １ と 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ を
一 体 に 固 定 し 、 流 水 検 知 装 置 ２ ２ を 予 め 組 み 立 て て お く 。 こ の 場 合 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３
９ も 作 動 弁 本 体 ２ １ に 固 定 し て お く 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 現 場 で は 、 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ の 接 続 口 ３ ０ Ｂ に 消 火 ポ ン プ か ら 加 圧 水 が 圧 送 さ れ る 給 水
配 管 ８ １ を 接 続 し 、 作 動 弁 本 体 ２ １ の 接 続 口 ２ ６ に ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド ２ ８ が 接 続 さ れ
る 給 水 配 管 ２ ７ を 接 続 す る 。 ま た 、 給 水 配 管 ２ ７ に は 二 次 側 の 圧 力 を 計 測 す る 圧 力 計 ８ ２
を 接 続 す る 。 ま た 、 作 動 弁 本 体 ２ １ の 二 次 側 の 接 続 口 ３ ６ に は 接 続 管 ８ ３ を 介 し て 切 換 弁
８ ４ を 接 続 し 、 切 換 弁 ８ ４ に は 接 続 管 ８ ５ を 介 し て 弁 を 開 閉 す る レ バ ー を 備 え た 試 験 弁 ８
６ を 接 続 す る 。 ま た 、 試 験 弁 ８ ５ の 入 口 側 に は 圧 力 計 ８ ７ を 接 続 し 、 出 口 側 に は 排 水 管 ８
８ を 接 続 す る 。 尚 、 切 換 弁 ８ ４ 、 試 験 弁 ８ ６ 、 圧 力 計 ８ ７ の 流 水 検 知 装 置 ２ ２ へ の 組 み 立
て 接 続 も 、 工 場 出 荷 時 に 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 来 例 に お い て は 、 現 場 で は 作 動 弁 本 体 、 制 御 弁 及 び 固 定 用 ボ ル ト 等 が 別 々 に 手 配 さ れ
て い た た め 、 作 動 弁 本 体 の フ ラ ン ジ 部 と 制 御 弁 本 体 の フ ラ ン ジ 部 が 仕 様 に 合 っ た 形 状 の も
の を 選 択 し な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 作 動 弁 本 体 も 制 御 弁 も 重 量 が 重 い の で 組 み 合 わ せ る の
に 手 間 が か か り 、 施 工 性 が 悪 か っ た が 、 本 発 明 に お い て は 、 工 場 出 荷 時 に は 少 な く と も 作
動 弁 本 体 ２ １ と 制 御 弁 ３ ０ が 一 体 に 固 定 さ れ て お り 、 現 場 で 組 み 合 わ せ る 必 要 が な く 、 施
工 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 制 御 弁 ３ ０ を 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ と 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ 内 に 回 動 自 在 に 収 納 さ れ 流 路
３ １ を 開 閉 す る ボ ー ル 弁 ３ ２ と 、 ボ ー ル 弁 ３ ２ を 回 動 し て 流 路 ３ １ を 開 閉 さ せ る レ バ ー ６
５ と に よ り 構 成 し て い る た め 、 こ の 制 御 弁 ３ ０ と 作 動 弁 本 体 ２ １ を 一 体 に 組 み 合 わ せ た 場
合 設 置 高 さ は 従 来 に 比 べ て 低 く な り 、 流 水 検 知 装 置 ２ ２ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。 そ の
結 果 、 高 層 階 に 設 置 し た い 場 合 に 設 置 ス ペ ー ス を 充 分 確 保 す る こ と が で き 、 建 物 の 設 計 の
変 更 も 必 要 と し な い の で 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 流 路 ３ １ を 開 閉 す る ボ
ー ル 弁 ３ ２ を レ バ ー ６ ５ で 回 動 で き る よ う に し た の で 制 御 弁 ３ ０ の 開 閉 操 作 が 容 易 に で き
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 レ バ ー ６ ５ に は 押 圧 部 ５ ２ を 設 け て 、 押 圧 部 ５ ２ に よ り ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ に
設 け た ス イ ッ チ ４ ６ の ス イ ッ チ 軸 ４ ８ を 押 し 込 む と 、 ス イ ッ チ 本 体 ５ １ が オ ン に な り 、 制
御 弁 ３ ０ が 開 弁 し た こ と を 示 す 開 信 号 が 出 力 さ れ る よ う に し た た め 、 １ つ の ス イ ッ チ ボ ッ
ク ス ３ ９ で 流 水 検 知 装 置 ２ ２ が 作 動 し た こ と を 示 す 作 動 信 号 と 制 御 弁 ３ ０ が 開 閉 し た こ と
を 示 す 開 閉 信 号 を 得 る こ と が で き 、 配 線 も 容 易 に な り 、 ま た ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ３ ９ が 共 有
化 さ れ 、 各 信 号 を 得 る た め の 機 構 も 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 レ バ ー ６ ５ に ２ つ の 位 置 決 め 片 ６ ７ ， ６ ８ を 設 け 、 制 御 弁 本 体 ３ ０ Ａ に 位 置 決 め
部 ６ ９ を 設 け た た め 、 レ バ ー ６ ５ の 位 置 決 め を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 実 施
例 に あ っ て は 、 流 水 検 知 装 置 の 型 式 と し て 作 動 弁 型 を 使 っ て 説 明 し た が 、 他 の 型 式 、 例 え
ば 自 動 警 報 弁 型 等 で あ っ て も 同 様 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 更 に ま た 、 上 記 実 施 例 に あ っ て は 、 ボ ー ル 弁 ３ ２ が 流 路 ３ １ を 開 く 状 態 で レ バ ー ６ ５ の
押 圧 部 ５ ２ が ス イ ッ チ 軸 ４ ８ を 押 し 込 み 、 ス イ ッ チ ４ ６ を オ ン さ せ 、 開 信 号 を 出 力 し て い
た が 、 ボ ー ル 弁 ３ ２ が 流 路 ３ １ を 閉 じ た 状 態 で レ バ ー ６ ５ の 押 圧 部 ５ ２ が ス イ ッ チ 軸 ４ ８
を 押 し 込 み 、 ス イ ッ チ ４ ６ を オ ン さ せ 、 閉 信 号 を 出 力 す る よ う に し て も 良 い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 流 水 検 知 装 置 の 断 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の 弁 体 部 分 を 水 平 面 で 切 っ て 示 し た 断 面 図
【 図 ３ 】 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス の 内 部 構 成 図
【 図 ４ 】 流 水 検 知 装 置 の 平 面 図
【 図 ５ 】 流 水 検 知 装 置 の 正 面 図
【 図 ６ 】 図 ５ の 左 側 面 図
【 図 ７ 】 流 水 検 知 装 置 の 接 続 を 示 す 正 面 図
【 図 ８ 】 従 来 の 流 水 検 知 装 置 を 示 す 正 面 図
【 図 ９ 】 従 来 の 流 水 検 知 装 置 を 示 す 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
２ １ ： 作 動 弁 本 体
２ ２ ： 流 水 検 知 装 置
２ ５ ： 弁 体
２ ７ ： 給 水 配 管
２ ８ ： ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド
３ ０ ： 制 御 弁
３ ０ Ａ ： 制 御 弁 本 体
３ ０ Ｃ ： フ ラ ン ジ 部
３ ０ Ｄ ： 収 納 部
３ ０ Ｅ ： 突 起 部
３ ０ Ｆ ： 開 口 部
３ ０ Ｇ ： 段 部
３ １ ： 流 路
３ ２ ： ボ ー ル 弁
３ ３ ， ３ ４ ， ３ ５ ： Ｏ リ ン グ
５ ２ ： 押 圧 部
６ ５ ： レ バ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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